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● 説明
　AS3410（austriamicrosystems）は，周辺の雑音をキ
ャンセルできるヘッドホン・アンプICです．飛行機
の座席ではヘッドホンで音楽を聞きながらリラックス
したいところですが，エンジン音が大きくて音量を上
げ過ぎてしまい，音が漏れて周りに迷惑をかけてしま
います．それに，大音量で長時間聴くと聴力が低下し
ます．
　AS3410は，マイクでピックアップした周囲の雑音
の位相を反転させ，音楽に混ぜて再生します．その結
果，雑音が抑圧されて，音楽だけが聴こえるようにな
ります．
● 回路
　図1－1に，AS3410のブロック図と応用回路を示し
ます．※印の部品は，使用するヘッドセットごとに
調整する必要があります．ヘッドホン周辺の雑音を拾

うエレクトレット・コンデンサ・マイクは，ヘッドホ
ンのハウジングに実装します．
　図1－2に，ひずみ率特性を示します．ひずみは0.03％
で，VBAT＝1.0 Vのときの出力は約9 mWです．
● マイコンからI2C経由で操作
　通常のI2C制御で，読み書きするレジスタのアドレ
スを指定し，次にデータを読み書きします．これらは，
連続読み込み/書き込みにも対応しています．
　レジスタでは主に，マイク入力とライン入力のゲイ
ン，マイクとアンプの動作モードを設定します．これ
らの設定は，OTP（One Time Programmable）メモリ
に保存します．OTPメモリは1回しか保存できないの
で，マイコンからI2Cで制御するときはOTPに保存
せず，レジスタのデータ値をマイコンに保存しておき
ます．

図1－1　AS3410のブロック図と応用回路

8

マイコ
ンへ

2.2k
×2

7ビット・アドレス（8ビット）
0x47（0x8E）

エレクトレット・
コンデンサ・マイク

エレクト
レット・
コンデンサ・
マイク

※10n

※100k

※10k

※10n

※100k

QOP1R IOP1R QMICR

※10k
※要調整
※AGC：Auto Gain Control

2.2k
※

スピーカ

2.2k
※

AGC

A-Dコンバータ
×6

パワー・オン・
リセット

チャージ・ポンプ

PROM
×4

AGC

1μ 10μ 2.2μ 4.7μ

2.2μ

2.2μ 22μ

22μ

10μ1.0～1.8V固定

Vbat

Vbat
150Ω

220Ω

150Ω

Vbat

AS3410
ANC

プロセッサ

VOL/CSDA

MODE/CSCL

ILED
VSS

MICR

LINR

AGND

HPR

HPL

LINL

MICL

M
IC
S

Q
M
IC
L

IO
P
1L

Q
O
P
1L

V
N
EG

G
N
D

C
P
P

C
P
N

H
P V
D
D

V b
at

18 19 20 22 23 24 171 9

7

3

15

16

2

4

10

14111213

21

5

6

①雑音キャンセル回路内蔵
ヘッドホン・アンプIC AS3410

マイクやアンプのゲインをチューン！

音楽だけ
の世界に
浸る
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